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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・山田　哲也様～肛門からの出血あり、以前から市販の痔治療薬を使用していたと訴えあり。ボラザＧ軟膏28本　1日2回患部塗布が処方となる。

・小向　静江様～傾向からの内服は一時中止。点滴継続処方となり、喀痰培養の指示あり。

・織笠　健太郎様～10/11措置解除予定。
・鈴木　光様～腹痛の訴えあり、本日分からセンナリド除剤し酸化マグネシウム（330）2T　2×朝・夕　6日分処方となる。

・小笠原　達夫様～排便-4日のため、田名部Drからセンナリド2T　1日分処方となる。
・小向　静江様～排便-7日のためケンエーG浣腸1本処方。全身の緊張緩和目的にてジアゼパム1A筋注指示あり。

・下村　慶子様～排便-9日のため、田名部DrからケンエーG浣腸処方となる。
・八木橋　牧雄様～10/10城北病院受診予定。
・鹿原　博夫様～10/15　8：30市民病院受診予定。

・大久保　すい様、小田　沙也加様～東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後各2時間のずつ開放観察中。開放中は自室で書き物をしたりテレビを観て過ごす。穏やか。引き続き、精神症状の早期の処遇改善出来るよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後各2時間づつの開放観察中。開放中はテレビをみたり他者と将棋をして過ごす。不穏なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・飯田　修子様～終日隔離中。12～13時まで開放観察実施。食事は促しているが自力摂取せず一部介助。排泄も同様。時々大声で叫ぶが呂律不良により聞き取れず。排便出来ず、自己摘便と弄便行為見られ都度対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。室内を歩き回っているが独語なし。対面時は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～バイタルサイン異常無し。瘻孔部より排膿多量にみられている。
・八木橋　牧雄様～体動困難さ見られ失禁あり介入要している。腹満感の訴えあり
　　　　　　　　　活気の無さ見られている。

・小向　静江様～体温37.3℃、他バイタルサイン異常無し。痰鳴あり吸引実施するが
　　　　　　　　開口しようとせずケアへの抵抗みられる。

＜安ヶ平Dr　診察情報＞

・下村　英三郎様～就床前薬の持参薬が無くなるため、10/6から4日分臨時処方。10/10から持参薬全てが定期処方となる。仙骨部に発赤ありアズノール1本処方。
・鹿原　博夫様～ロペラミドカプセルは本日夕から中止。本日昼からセフジトレン（100）3Ｔ　3×で7日分処方。
・和田　昌様、藤井　崇史様、野田　敏治様、河原木　泰志様～定期薬変更無し
＜新入院患者様情報＞
氏    名：切無沢　クマ様

生年月日：昭和8年9月4日　　85歳

病    名：アルツハイマー型認知症

入院形態：医療保護入院

主治医  ：馬渡Dr
入院に至る経緯：

　現在、長女家族と同居生活中。　H28年、大里脳神経で認知症の診断を受けていた。

深夜の徘徊も多く、近所の人が連れて帰ってくる。4月頃からは徘徊症状の悪化、7月には親戚の家を自分の家と思い込み、勝手に上り込んでいる。その後現在は、近所の人の家にも入り2階に上がり込んだりもあり苦情を受けていた。駆けつけた長女が説明しても理解も出来ずにいるような状況である。その注意に対し、仕返ししてやると怒ってみたり、自分ははめられていると被害的になったりする。

　日中本人が一人で過ごしているなどの事からショートステイなども考えているところではあった。かかりつけ医の大里脳神経に相談、緊急で対応も必要との判断もあり、H30年10月5日、東病棟に入院となる。
【備考】
・家族洗濯
・持参のオムツが無くなり次第、LTセット加入（Bプラン、オムツ②）
・必要時には売店でおやつ購入可（オレンジ系のジュース、ゼリーは食べれない）
・持参薬はルネスタ以外継続（ルネスタは服用後ふらつき強く徘徊してしまう）
